
第9回 The 9th Japan Cycling Congress in Saitama City

自転車利用環境向上会議
in さいたま

【主催】さいたま市　【協力】自転車利用環境向上会議全国委員会
【後援】自転車活用推進本部／国土交通省／警察庁（調整中）／埼玉県／埼玉県警察／（公社）土木学会／
　　　日本交通学会／自転車活用推進議員連盟／自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村長の会

会場：RaiBoC Hall
さいたま市民会館
おおみや

会議
コンセプト

開催
プログラム

概 要

　自転車利用環境向上会議は、自転車を通じて人々の「幸せ」と「生活の質の向上」を目指
し、全国各地の自転車関連の取組を広く発信・共有するとともに、具体的な「自転車まちづく
り」につなげていくための全国会議で、第9回会議を埼玉県さいたま市で開催いたします。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、社会が変化し続けるなかで、「持続可能な開発
目標」（SDGs）、「カーボンニュートラル」に取り組むにあたり、自転車は環境に優しく、人と
の接触を低減する移動手段であるとともに、健康増進や地域振興などにも利用できることか
ら、これまで以上に注目されています。また、自転車通行空間整備等の安全対策の推進や、交
通安全教育等、「自転車の安全利用」の重要性が高まっています。今回の会議では、MaaS・
デジタル化の進展や、モビリティの多様化が進むことも見据えつつ、「安全で持続可能なモビ
リティライフと自転車」について、「自転車のまち　さいたま」から発信していきます。

さいたま市 都市局 都市計画部 自転車まちづくり推進課　
TEL:048-829-1398　FAX:048-829-1979　Mail: jitensha-machizukuri-suishin@city.saitama.lg.jp

会場参加とリモート参加のお好きな方をお選びいただけます。
（申し込み時に選択。いずれも参加費1,000円）

右記のURLまたはQRコードよりお申込み下さい。（申込締切：10月21日（金））申込先着順

～Beyond the COVID19 新時代の自転車ライフ～

お問い
合わせ

会議の
参加方法

申込方法

11月4日（金）基調講演・パネルディスカッション・ポスターセッション・企業展示ブース
11月5日（土）テーマ毎の分科会、ポスターセッション・企業展示ブース・現地視察・散走体験（別途申し込み必要）

安全で持続可能なモビリティライフと自転車

お申し込みは
コチラから

https://amarys-jtb.
jp/jcc-in-saitama/
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プログラム（予定）
さいたまin自転車利用環境向上会議

内　容 詳　細 開始／終了 参加費用 定員

さいたま市の歴史に触れる街中散走体験（約10km） 20名1,000円開始14：30
終了16：30

散走体験①
（シェアサイクルを利用）

マルチモビリティ実証実験の視察・説明会 30名無料開始15：00
終了16：00

サイクルフェスタ
会場視察①※

デンマーク式自転車教室の視察・体験 30名無料開始15：00
終了16：30

サイクルフェスタ
会場視察②※

同時期に本会議の会場付近で
開催する以下のイベントも
ご自由にご覧いただけます。
是非、あわせてお楽しみください。

プログラムは変更する場合があります。詳しくはさいたま市の下記HPをご覧ください。

このイベントの開催に要する経費は1,777万円です。
（参加料収入を差し引いた市の予定負担額は1,727万円です。）

https://www.city.saitama.jp/001/010/018/001/001/p091093.html

サイクルフェスタ

5日（土）・6日（日）
ツール・ド・フランス
さいたまクリテリウム

6日（日）

１日目

時　刻 内　容

11月4日（金）／全体会議　会場：大ホール ※ポスターセッション及び企業展示ブースは11:00から18：15まで閲覧可能

オープニング　主催者挨拶／来賓挨拶13：00～13：15

11：00～ 受付開始（7Fホール）

13：15～13：55 基調講演①「自転車活用推進計画」国土交通省自転車活用推進本部事務局
基調講演②「自転車の安全利用」警察庁 交通局 交通企画課

16：45～18：15 ポスターセッション（4F展示場）及び企業団体展示ブース（7Fホワイエ）自由閲覧・交流

19：00～20：30 レセプション※（事前予約／有料）　※主催：自転車利用環境向上会議全国委員会　会場：東天紅JACK大宮店

14：05～15：20 パネルディスカッション【第1部】

・コロナ禍における海外の自転車活用推進事例
　１）フランス：パリの「15分都市」構想と2024年五輪に向けた取組
　２）オランダ：自転車政策を進める際の世論形成の手法について
・海外事例紹介を受けてのトークセッション

15：30～16：45 パネルディスカッション【第2部】 テーマ：「これから日本が取り組むべき自転車活用推進政策とは」
　　　（さいたま市から発信するこれからのモビリティライフ）

2日目 11月5日（土）／①分科会・全体会議
　　　　　  会場：大ホール、小ホール、第1集会所など

2日目 11月5日（土）／②現地視察・散走体験（予定）　申込先着順

※ポスターセッション及び企業展示ブースは
　9:15から14:15まで閲覧可能
※分科会については、申込時に第1部、第2部からそれぞれご希望の
　テーマをお選び下さい。（申込先着順）

時　刻 内　容

9：15～10：35

10：55～12：15

12：30～13：30 全体会議：分科会報告及びまとめなど（大ホール）

分科会【第1部】
１. 自転車通行環境整備 ～自転車歩行者道が作られ続ける背景を探る～
２. シェアサイクル事業のあり方 ～今、改めて問う、シェアサイクルの効果とは～
３. サイクルツーリズム ～成果を生む要は？～

分科会【第2部】
４. 自ら楽しく学ぶ自転車安全利用 ～新しい自転車教育のあり方～
５. 交通ネットワークの一員としての自転車 ～自転車に何ができるのか～
６. 「次、何しよう？」のヒント 自転車活用推進の事例とツボ ～さいたま市等自治体を題材として～ 

※分科会は参加人数に応じた広さの会場を割り当てます。

※会場：さいたま新都心公園周辺


